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地域貢献に関する情報の 

受信と発信のための情報誌 

〔発行〕 沖縄県立看護大学 

沖縄看護実践開発支援室運営委員会 
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 島しょ地域との協働事業の推進 

保健看護人材養成研修事業（協議会）への協力           
   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

地域貢献だより 
地域貢献活動の紹介！！ 

 第 2部 座談会 『中核市那覇の地域組織活動の今とこれから』 
  

 

 

     

 

 

第 3部 大学見学ツアー 

  平成 26年 5月 15日（木）、平成 26年度沖縄県立看護大学開学記念事業の一環とし

て、「大学見学ツアー」が行われました。この事業は、地域貢献を地域の人々と行うた

めのネットワーク構築の基礎づくりの機会をつくること、身近な地域の人々が大学の機

能や役割、看護職の仕事について知ること、身近な児童生徒のキャリア教育の可能性を

探ること等を目的として毎年行われています。今回のツアーには与儀地域の方々と与儀

小学校の児童生徒の合計 57人が参加し、「救命救急法と AED」「赤ちゃんの抱っこ体験」

「高齢者模擬体験」などを体験して頂きました。「救命救急法と AED」のコーナーでは、

本学の看護学生たちがモデル人形を使用して説明した後に、児童生徒が体験し、最初は

照れていた児童生徒も次第に真剣な表情で参加していました。また、大学と地域の方々

との交流の機会ともなりました。                        （講師 赤嶺伊都子） 

 

 

 

平成26年度開学記念事業  

 

 平成 26年 5月15日の開学記念日に、中核市那覇の地域組織活動の現状をふまえ、本学のさらなる地域貢献を

考えるための座談会が開かれました。健康づくりに寄与している住民・組織の具体例として、那覇市協働による

まちづくり推進協議会（協働大使）、与儀小学校区のまちづくり協議会、保健ボランティア（母子保健推進員、食

生活改善推進員、健康づくり推進員）、繁多川すぐりむん（地域住民）などが紹介されました。今回は初の試みな

がら、那覇市の「健康資源の発見・開発・活用」にむけて、本学の貢献が必要であることを共有する機会・場と

なりました。 

 ご多用の中、ご参集頂きました出席者のみなさまに心より感謝申し上げます。 

   

学外出席者（敬称略）：砂川 敦（那覇市健康部長）、上原 晃（まちづくり協働推進課長）、砂川早百合（那覇市保健所地域保健課長）、 

           饒波正博（与儀小学校区まちづくり協議会健康福祉医療部会長）、南 信之介（NPO １万人井戸端会議） 

学内出席者：前田和子（学長）、嘉手苅英子（学部長）、大湾明美（学生部長）、川崎道子（看護実践開発支援室運営委員会委員長）、 

             金城芳秀（司会） 

                                     ( 教授 金城芳秀) 

 

 平成 26年度の第一回の島嶼保健看護研修・研究協議会（於：宮古福祉保健所）、保

健看護人材養成推進協議会（於：八重山病院）が 6月と 7月に開催されました。協議

会の目的は、宮古地区、八重山地区の島嶼保健看護の人材養成の推進について協議す

ることです。協議会会員及び検討委員として地域の保健医療福祉分野の関係者、看護

大学職員が出席し事業計画などを検討します。今回は、看護実践支援室運営委員会よ

り、両地区の小中学生へ職業教育（看護職養成）支援として、当大学の地域保健看護

実習Ⅱの期間中に４年次実習生による講話（看護職の魅力など）を提案し了承を得ま

した。看護学生による講話が小中学生の動機づけになったのか次回、その成果を報告

したいと思います。           (看護実践開発支援室運営委員会委員長 川崎道子)   
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沖縄県立看護大学 検索 地域貢献活動の詳細はホームページで！ 

 

 

 
     本学の学生・教職員対象に地域支援における 
     ボランティアについてのアンケートを行いました！ 
  

 

 

 

 

 

 

  
 

近隣地域とのまちづくりの協働事業 

 

本学の地域貢献に関する 

ご希望やご要望等をお寄せください。 
連絡先：沖縄看護実践開発支援室運営委員会 委員長 川崎道子 

TEL：（098）833－8800（代表）  メール：kawasaki@okinawa-nurs.ac.jp 

看大祭への地域参加型活動 

「与儀の一銭まちやぐゎー」与儀地域との共同出店 
  

  
  那覇市繁多川公民館では、湧き水が豊富で豆腐

づくりが盛んに行われたという地域の特性を活か

し、豆腐づくりの再現を通した社会教育が行われ

ています。そして、健康づくりと豆腐をリンクさ

せた健康講座の企画として、「がんじゅうトーフウ

ォーキング」が 6月 14日に行われました。 

看護大学からも 3名が参加し、健康チェックを

行いました。参加者は、健康チェックを済ませた

後、地域にある文化財を巡りながら、ウォーキン

グを楽しみ、参加者同士豆腐を味わいながら、骨

と運動との関係について知識を深めました。 

（助教 山口初代） 

 

 

那覇市繁多川公民館 健康講座 

「がんじゅうトーフウォーキング」 

 へ参加・協力しました！ 
  9月 13、14日に開催された看大祭では、与儀

地域の方と一緒にぜんざい・大福を販売し、与儀

地域の今昔や与儀まちづくり協議会活動につい

て、クイズを交えながら紹介を行いました。出店

を通して、学生は与儀まちづくり協議会の方か

ら、ぜんざい・大福を作るときのポイントや知恵

などを教えて頂きながら協働して活動する体験

に繋がっていました。さらに、与儀まちづくり協

議会の方との交流は、メンバー間だけにとどまら

ず、演習でお世話になったと学内報告会の様子を

報告する学生もおり、学生の学びが地域の方に支

えられていることを実感する看大祭でした。 

            （助教 糸数仁美） 

 

 
 

 

 本学の学生・教職員を対象に、8月、ボランティアについてのアンケートを行い、254

名からの回答を得ました。ボランティア活動についての意見としては、「地域住民とと

もに楽しめる行事がほしい」「普段から地域の方との関わりをもちたい」「“まちかど健

診”のように地域の健康づくりに関わりたい」「与儀にある大学ではなく、看護大学が

与儀に会って良かったと地域の方に思われるような存在意義を高めたい」など、意見

がありました。また、ボランティア活動として、祭りの出店や看護技術体験への参加

希望が大半を占め、80名の学生・教職員がボランティア登録を行いました。 

                           （助教 山口初代） 

 


